
 
「コンダクター型災害保健医療人材の養成プログラム」災害時組織対応セミナーを      

開催しました (2019/7/13) 
 

テーマ：組織対応マネジメント、災害対策マニュアル、BCP  

場所：東北大学災害科学国際研究所（宮城県仙台市） 

 

 2019 年 7 月 13 日(土)、宮城県仙台市の東北大学災害科学国際研究所において「コンダク 

ター型災害保健医療人材の養成プログラム」災害時組織対応セミナーが実施され、県内の医療  

従事者（医師、歯科医師、看護師、薬剤師、放射線技師）12 名が受講しました。 

「コンダクター型災害保健医療人材の養成プログラム」では年間を通じ、災害医療に関するさま

ざまな講演、実習を実施しています。佐々木宏之助教（災害医学研究部門 災害医療国際協力学  

分野）はプログラム運営企画委員会委員・実習コーディネーターを務めており、当日は会場責任

者として運営に携わり、また研修講師を務めました。 

今回の災害時組織対応セミナーでは、災害時の組織対応マネジメントを目的に災害対策マニュア

ルの改訂や実動訓練の模擬立案など、より実践的な研修をグループワーク形式で行いました。  

また東日本大震災時の病院初動対応、復旧までの過程について、各病院の知見を持ち寄り、災害

拠点病院で策定が義務づけられている BCP（事業継続計画）についての講義が行われました。 

次回は、8 月 1 日(木)に災害メンタルケア実習が予定されています。今後も災害科学国際研究所

では災害時の保健医療福祉に実践的に関わる人材育成の中心となるべく、研修会を催していき 

ます。 

セミナープログラム 
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グループ討論の結果を発表する 
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文責：佐々木宏之（災害医学研究部門） 


